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大管長会メッセージ

従順を通して
得 られる力

第一副管長

卜一マス ・S・ モ ンソン 』
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イエスはガリラヤでペテロに 「わたしに従ってぎなさい」と言われま、した。その同

じイエスは同じ言葉を，わたしたちにも向けていらっしゃい豪す。「わたしに従って

きなさい」と。

る詩人は真理の探究のほんとうの意義を理解 し，次のような不朽の詩を書

あ いてい ます。
'

・

真理は人も神も 願い求む宝

ゆ

行 きて求め よ 深 きに，また高 き空 に光る

とうと

いと尊 き希望

真理 は時 を超 えて 始めな り，終わ りな り

さ

天は滅び，地は裂くとも 真理は悪を切り抜け

と わ

永遠 に変 わらずあ らん

(『賛美歌』175番)

1833年5月 ，オハイオ州カー トラン ドにおいて預言者 ジョセブ ・ス ミス を通 して与

えられた啓示の中で，主は次のように宣言 されまレた。

「真理 とは，現在あるとお りの，過去 にあった とお りの，また未来にあ るとお りの，
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こ マカ つ

悪魔の最も強く心をそそる狡猫な誘

惑を受けられたとき，主は自ら正し

いと知ることから離れず，従順の模

範をわたしたちに示されました。

物事 についての知識である。 ・・
み たま

真理の御霊は神か ら出ている。・

主 〔イエス〕は完全な真理，すなわち

すべ ての真理を受け られた 。

人はだれも神の戒めを守 らないかぎ

り，完全 な真理 を受けることはない。

神 の戒め を守 る者 は真理 と光 を受

け，ついに真理に よって栄光を受けて，

すべての ことを知るようになる。」(教

義 と聖約9324，26-28)

す で に完全 な福音が回復 され，光が

与 えられているこの時代 に生 きている

わた した ちは，「真理の泉」 を求める

にしても，海図に描かれていない海や，

道標のない道 を旅す る必要 はあ りませ

ん。なぜ なら，生ける天の御父が道を

明 らかに し，従順 という絶対確実 な地

図を用意 してお られ るか らです。
み こと ば

主の啓示に よる御言葉は，従順が も

た らす祝福 と，回 り道 して罪 と過 ちと

いう禁 じられた道 を行 く旅人が必ず味

わわなければならない心痛や絶望 につ

いて，いきい きと教 えてい ます。

サ ムエルは，動物の犠牲をささける

習慣 に浸 り切っていた当時の人々に向

かって，大胆に次のように宣言 しまし

た。「従 うことは犠牲 に まさ り，聞 く

ことは雄羊の脂肪 にまさる。」(サ ムエ

ル上1522)預 言 者たちは，その生 き

た時代が古代か現代かを問わす，従順

が もたらす力 を理解 してきました。次

の ように語ったニーファイについて考



えてみて ください。「わたしは行って，

主が命 じられた ことを行 います。」(1

ニ ーファイ3：7)ま た，モーサヤの息

子たちが持 っていた力 につ いて，アル

マは次のようにすば らしい言葉で説明

しています。「さらに，彼 らは正 しい

理解力を備 えた入々であ り， また神の

言葉 を知るために聖文 を熱心に調べて

きたので，すでに真理 を深 く知るよう

になっていた。

そればか りではない。彼 らはしば

しば祈 り， また断食 もしたので，預言

の霊 と啓示の霊を受けていた。そして，

教 えるときには，神 の力 と権能をもρ

て教 えた。」(ア ルマ17：2-3)

デ ビ ッ ド・O・ マ ッケイ大管長 は，

1957年4月 の総大会の席上，開会のメ

ッセージの中で，教会員に向けて，非

常に簡潔にしかも力強 く次 のように述

べ ました。 「神 の戒 めを守 って くだ さ

い。」そ して彼 の後継者た ちも，その

同 じ従順 を求めてきました。

救い主御 自身もそのメッセージの中

で，従順 について強調 し，次の ように

宣言 していらっしゃいます。 「わた し

か ら祝福 を受けたい と思 う者は皆，そ

の祝福のために定め られた律法 とその

条件 に従 わなければならない。その律

法 とその条件は，創世の前か ら定め ら

れたものである。」(教義.と聖約132：5)

だれ も主のこの教 えを批判すること

はできません。主のなされたことを見

ると，まさしくこの教えのとお りです。

主は，その完全 な生涯 を送 り，御 自身

の神聖な使命を尊ぶことによって，神

に対する純粋な愛を示 されました。主
こうまん

には傲慢 なところがまった くあ りませ

んで した。 うぬぼれて思い上がること

もありませんでした。不忠実な点 はか
けんそん

け らもあ りませんでした。非常に謙遜

で，誠実かつ忠実 な御方で した。
み たま

主 は御霊 によって荒れ野 に導かれ，
かしら

そこで偽 りの頭である悪魔 に誘惑 され

ま した。 しか し，40日40夜 の 断食で肉

体 的に弱 り，「空腹 になられた」 に も

かかわ らず，悪魔の最 も強 く心 をそそ
こうかつ

る狡猜 な誘惑 を受けられたとき，主は

自ら正 しい と知 ることか ら離れず，従

順 の模 範 をわた した ちに示 され ま し

た。
くもん

ゲツセマネでの苦悶の ときも，汗が

血の したた りのように地に落ちたとい

う苦 しみ に耐 え，次 のように言 って，

従順な息子であることを模範を もって

示 され ま した。「父 よ，み こころな ら
さカずき

ば， どうぞ，この杯 をわたしか ら取 り

のけて くだ さい。 しか し，わた しの思

いではな く，みこころが成 るようにし

て ください。」(ル カ22：42)

イエ スはガリラヤでペテロに 「わた

しに従 って きなさい」と言われました。

ピリポ に も同様 の指示 を出 され ま し

た。取税人のレビもちょうど人々か ら

税 を徴収 していた とき，この招 きの言

葉 を受けました。主は御 自身を追いか

けて来 た金持ち にも，「わた しに従 っ

て きなさい」 と言われ ました。その同

じイエスは同 じ言葉 を，わた したちに

も向けてい らっし.やいます。 「わた し

に従ってきなさい」 と。わた したちは

喜 んで従お うとしているで しょうか。

従順 といえばまず預言者が思い浮か

びますが， この力の源は，現代 のわた

したち も身に付け られ るとい うことを
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胆に銘 じてお く必要があ ります。

この従川頁の教訓 をよく学んだ，ある

優 しく誠実な人物がいます。彼には財

産がある.わけでな く，つつま しい暮 ら

しをしていました。彼はヨーロッパで

教会に入 り，一生懸命に貯金 し，犠牲

を払って北アメ リカへ移住 しま した。

そ こは右 も左 も分か らず，言葉 も通 じ

ない，生活習慣 も異なる地で した。 し

か し，教会 は，自分が信 じ従ってきた，

同 じ主に よって導かれ る教 会で した。

やがて教会員 に対 して幾分敵対感情の

あ る，人口数万人ほどの町で奮闘 して

い る小 さな聖徒 の群 れ を管理 するた

め，支部長に召され ました。少ない人

数で，責任 は山ほどあ りましたが，彼

は教会のプログラムに従いま した。彼

は支部の会員たちに心か らキリス トに

従 う模範 を示 しま した。そ して会員た

ちもす ばらしい愛 をもってそれにこた

えました。

彼 は小売 り商店 を営んで生計を立て

ていました。

彼にはあま り金銭的な余裕 はあ りま
じゅうぶん

せ んで した。 しか し，いつ も什 分の

一 として
，収入の1割 以上のものを納

めていました。彼 はその小さな支部で

宣教師基金を始めました。 しばらくの

間は，その宣教師基金を献金するのは

彼だけで した。その町に宣教師がいる

ときは，彼は父親のように彼 らの面倒
'を見た り

，食事の世話をした りしまし

た。 自分の家 を訪 ねて来た宣教師たち

には，その働 きへ の感謝の思 いと，少

しで も助けになればとの気持 ちを込め

て，必ず何かプ レゼ ントをしました。

遠 くか ら来て彼の住む町に寄 り，その
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ゲツセマネでの苦悶のときも，救

い主は 次めように言 って ，従順な

息子 であ ることを模範をも って示

されました。「父よ，みこころなら
さカずき

ば ，どうぞ ，この杯 をわた しから

取 りのけて ください。 しか し，わ

た しの思いではな く，みこころが

成るようにしてください。」

支部を訪ねた教会員たちは必ず親切 な

もてな しと心遣いを受けました。そ し

て，彼がほん とうにすばらしい人物で，
しもぺ

主 に従順な僕だ というこ とを知 りま、し

た。

彼は自分を管理す る立場の人々に対

して も，心からの敬意 と並々ならぬ心

配 りを示 しま した。彼に とってその人

たちは主の使いであ り，その要請は主

か らの求 めに等 しい ものだ ったので

す。彼 は指導者たちが快適 な状況の中

で責任 を果たせ るように心 を配 り，特

に祈 りの言葉の中でもそのことへの気

遣い を繰 り返 し示 しました。ある安息

日に彼の支部 に来た管理役員た ちは，

様 々な集会や会員へ の訪問の際に，彼

と何度 も祈 りを一緒 に ささげま した。
そうかい

その 日の夜，彼 らはとて も爽快 で，霊

的にも高め られた気持ちで，彼 に別れ

を告げま した。その後の4時 間は冬空

の下での ドライブで したが，心 はずっ

と楽 しい気分で した。 この出来事は，

何年かたった今で も心温 まる思い出に

なっています。

学識のある人，人生経験豊かな人た
けんそん

ちが，この謙遜 で無学な，神に仕 える

人に出会 い，1時 間でも一緒 にい られ

たら幸せだ と思 うほどで した。彼は取

り立てて優 れた容 ぼうを しているわけ

でもな く，彼が話す英語 はた どたどし

くて，理解す るの も幾分難 しいもので

した。 また，つ ましい家 に住み， 自動

車 もテレビも持 っていませんで した。

本 を書 いたことな どあ りませんで した

し，雄弁に説教することもあ りませ ん

でした。世間の人々の気 を引 くような

こともまった くしませんで した。 しか

し，数多 くの忠実な人々が ひっ きりな

しに彼 を訪ねて来ました。 なぜで しょ

うか。それは，人々が彼の もとにある

「真理の泉」 か ら水 を飲みたい と願 っ

たか らです。彼 は言葉 の人で はなく，

行いの人で した。自分が話 した説教 よ

りも，実際の生活の中に見 られる力 で

教 える人だったのです。

この貧 しい人は少 なくとも収入の10

分 の2を ，いつ も喜 んで主 にささげて
じゆうぶん

い ました。そ のこ とは，什 分の一 の

ほんとうの意味 について，わた したち

に明 らか な理解を得 させ て くれ ます。

彼 は飢えた人々を助 け，旅人を家に泊

めていま した。そ うすることで，彼 は

主に対 して したい と思 うことを，人々

に対 してしたのです。彼 とともに祈 り，

主の執 り成 しへの彼 の信仰 を知 るの

は，祈 りへの認識を新たにする機会 と

な りました。

彼は第一の大切な戒め，そ して，そ

れと同様の第二の大切な戒めに従順だ

った と言 えるのではないで しょうか。

彼 はすべての人 に対 して心の中に慈愛

を満た し，絶えず徳 で自分 の思いを飾

り，それによって，神の前 において 自

信が増 し加 えられたのです(教 義 と聖

聖徒の道/1996年11月 号
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約121：45参 照)。 この人は優 しさと義

を輝かせていま した。彼 の力 の源 は，

その従川頁さにあ りました。

今わた したちは，この複雑で激 しく

移 り変わる世界の様々な問題 に対処す

るための力 を熱心 に求めています。わ

た したちが，不屈の精神 と固い決意を

持ち， 自分 自身をしっか りと保つなら

ば， ヨシュアが語 ったように 「わたし

とわた しの家 とは共 に主に仕 えます」

と宣言するその力 を得 られることで し

ょう(ヨ シュア24：15)。 □

ホームティーチャーへの提案

1.回 復 された イエス ・キリス トの

福音を知った人々は，福音の 「真理の

泉」を探 して当てのないを航海する必

要がない。天の御父がすでに進むべ き

道 を示 し，従順 という絶対確実な地図

を与えて くださっているからである。

2.主 の啓示の言葉は，従順が もた

らす数々の祝福 と，罪や過ちの必然的

な結果である心痛 や絶望 を明 らかにし

ている。

3.イ エスはゲ ツセマネでわたした

ちに従順の模範 を示 され た。「わたし

の思いではな く，みこころが成 るよう

にして ください。」(ル カ22：42)

4.主 イ エスは，今のわた したちに

も 「わたしに従ってきなさい」 と声 を

かけておられる。わた したちは喜んで

従お うとしているだろうか。



ない "冒
■

アパ レシダ ・ヒメネス ・デ ・オ リベ イラ ・パ ソス

様
々な方法や場所で探 し求めていた幸福が，時には

まった く思いがけない所で見つかるとい うことが

あります。わたしの場合がそ うでした。手の届 く所に幸

福があったのに，わたしは何年 もそれに気づかずにいた

のです。

わたしがバプテスマを受けて末 日聖徒 イエス ・キリス

ト教会の会員になったのは，1981年，24歳のときでした。

主人も一緒にバプテスマを受けました。娘のジュリアナ

は2歳 で した。所属 していたブラジルの トゥクルビ支部

はとて も小 さく，集会はアブニダ ・ノバ ・カンタレイラ

にある家で開かれていました。 どういうわけか集会に出

席 し始めて1年 もたたない うちに，わた したちは教会 を

離れて しまいました。

1983年 にグアルイヨスに引っ越す ころには，教会 に戻

る気持ちはまった くなくな り，教会員たちとも完全 に音

信不通の状態で した。当時は，わた したちにとってとて

も苦 しい時期でした。ある日，家の掃除中に，わたしと

主人は長年 しまっておいた教会の本を全部ごみ箱に捨て

ることにしました。中には 『モルモ ン書』が1冊 あ りま

した。

『モルモ ン書』1が手 もとにある間，わた しは一度 も中

を開けたことがあ りませんで した。価値のない本だ と考

えていたか らです。しか し，ごみ箱に捨てようとすると，

4歳 になっていたジュリアナが表紙 に描かれた天使モロ

ナイの絵 を見て言いました。「ママ，だめ1そ の本は

捨てないで1」 それでも捨てようとしたのですが，わた

しは主人 と互いの顔 を見合わせました。結局，娘の願い

を聞き入れました。

こうして，「モルモン書』は我が家 に残 りました。

1987年 ，わたしは3番 目の子 を出産したのですが，そ

の後，健康面で難 しい問題を幾つか抱えました。そして，

自分がなぜ不幸なのか知 りたいと思い，真理 を探 し求め

始めたのです。 しか し，とても気落ちしたわた しは，自

分 に救いはないと信 じ始めていました。

1989年 のある日，主はわたしに 『モルモ ン書』を手に

取 るように促 して ください ました。いったん読み始める

と，なかなかやめ られない ことに気づきました。早 く続

きが読めるよう，毎 日夜が明けるのを心待ちにしていま
み たま ゆ

した。自分の中で御霊をとても強 く感 じ，涙が出ました。

そ して，かつて歩んだ主の道か ら離れたため， どれほど

多 くのものを自分が失っていたか，ようや く気づいたの

です。

わたしは教会がどこにあるか探 そうと決心 しました。

電話帳で教会の名前 を見つけ，連絡を取 りました。わた

したちは再び教会の集会に集い始め，以来ずっと活発に

集っています。わたしと主人は神殿 に参入 し，家族は永

遠 に結び固め られました。

わた しは 『モルモン書』が真実であ り，『モルモン書』

を絶えず勉強するなら，どんな試練 にも打 ち勝つ力が与

えられることを知 っています。祝福 と試練 と，そ して娘

を促 してわた したちが 『モルモ ン書』 を捨 てるのを思い

とどまらせて くださった天父に，感謝 しています。 もし

あの とき 『モルモン書』を捨てていたら，『モルモン書』

とともに自分の幸せ も捨てていたで しょう。□

歪
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